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２ 地下水位観測結果および水質分析結果から考えられる帯水層の連通性について

既往調査結果(地下水位測定結果、地下水イオン分析)を参考図 1-1.3、参考図 1-1.4 に整理し、

各帯水層の地下水性状について検討した。

参考図 1-1.3 は、第二帯水層の 1,4 ジオキサン濃度分布が嘉例川方向 M-1 に向かって拡がって

いることから、M-1 を 0m として各地点距離と地下水位の関係について示し、各帯水層地下水位

の分布状況について整理したものである。

参考図 1-1.4 は、各地点のイオン分析結果をトリリニアダイヤグラムとして整理し、各地点の

水質成分の分布状況を整理したものである。

その結果、第一帯水層と第二帯水層には、地質断面図よりその層間に段丘堆積物粘性土層（tDc

層）が挟在している。一部では、狭在する粘性土層は薄くまたはシルト質砂を含んでいる地域も

あり、明確に第一帯水層と第二帯水層とを遮断していない可能性もあるが、地下水位観測結果・

水質分析結果からは、第一帯水層地下水と第二帯水層地下水は明確に区分されている。

第二帯水層と第三帯水層は、地質断面図よりその層間に力尾累層粘性土層（Dc 層）が狭在し、

トリリニアダイヤグラムからは第二帯水層地下水と第三帯水層地下水の区分は確認されないもの

の、地下水位観測結果から第二帯水層地下水と第三帯水層地下水は明確に区分されている。

第一帯水層：第一帯水層の基底面はほぼ水平であり、嘉例川に向かって標高が低くなるに

したがって層厚も小さくなり、地下水位も低下するものと考える。第一帯水

層地下水は、第二帯水層地下水とは連通しておらず、水質的にも他の帯水層

地下水とは異なるパターンを示している。

第 1 帯水層地下水位は 2 つ区分されているが、これは標高差によるものと

考えられ、標高の高い南側が地下水位も高く、標高の低い北側は地下水位も

低くなっている。

嘉例川付近の第二帯水層と地下水位が近似していること（22-14-1、22-

19-1）について、22-14-1 と 22-14-2 との間には厚さ 2.65m のシルト層が、

22-19-1 と 22-19-2 との間には厚さ 0.45m の粘性土層が狭在していることか

ら、第一帯水層地下水位を示しており、第二帯水層地下水とは区分されてい

ると思われる。近似している原因として、嘉例川付近では第一帯水層の層厚

は薄くなり地下水位も低下しており、被圧地下水である第二帯水層と地下水

位が近似したためであり、連通しているものではない。

14-1-1 水質について、地下水イオン分析結果から、第二帯水層の分布域に

含まれている。14-1 のボーリング時にも第一帯水層と第二帯水層に対応する

砂礫層等に「異臭有り」との記載があることから、第一帯水層と第二帯水層

は、廃棄物層に起因する水質の影響を受けているものと思われる。水位に関

しては、14-1-1 は 46.28m、14-1-2 は 45.74m と、0.55m の水位差があり、

14-1-1と14-1-2との間には0．8mの砂質シルト層が狭在していることから、

14-1-1 水位および 14-1-2 水位は各帯水層の水位を示しているものと考える。

よって、14-1-1 については、地下水位観測結果、地盤性状から第二帯水層地

下水との連通はないと考える。
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第二帯水層：第一帯水層と第二帯水層の間に狭在する粘性土層は、既往ボーリング調査結

果から、南側には粘性土層が薄い地域やシルト質細砂層(シルト分多く含む)

として確認されている場所もあり、確実に遮断されているとは言い難いが、

地下水位観測結果およびイオン分析結果から判断すると、第一帯水層地下水

とは区分され、連通していないと考える。第三帯水層地下水とはイオン分析

結果からは差異がみられないが、地下水位観測結果から地下水位分布が異な

っており連通してないものと考える。

22-15-2 について、地下水位が 50.82m と他の第二帯水層水位と比べ高い

値を示しており、水質分析結果からも、第一帯水層の分布域に位置している

ことから、第一帯水層の影響を受けていることが考えられる。22-15-1 と

22-15-2 との間には層厚 1.1m の粘性土層が狭在しており、難透水層として存

在していることから、観測井の構造による可能性が考えられる。

第三帯水層：第二帯水層地下水とは、イオン分析結果からは差異が確認されていないが、

地下水位観測結果から地下水位の分布が異なっており、連通性はないものと

考える。






